
令和 7年度 自己評価結果公表シート 

作成 将軍野幼稚園・保育園 

 

 

１、本園の教育目標 

 

 

 

２、本年度、重点的に取り組む目標や計画 

 

 

 

 

 

３、評価項目の達成および取り組み状況 

 評 価 項 目 
結

果 
取組状況の反省 

学

園

の

重

点

項

目 

教育目標の具現化に向け、学園独

自の研究(運動・音楽リズム・劇・

絵画造形)を総合的に取り入れ、保

育を計画・実践している。 

 

A 

 

 

 

保育者が得意な運動遊びは様々な工夫が施

された内容で設定され子どもたちも楽しむ

ことができた。しかし「総合的に」と考える

とバランスに偏りがあったように思う。保

育者も一緒に楽しみながら取り入れられる

ように、日々子どもたちの興味関心からヒ

ントを得て、拾いながら実践していきたい。 

 

自 

園

の

重

点

項

目 

指導計画に基づいて乳幼児が主体

的に関わりたくなるような環境構

成をし、活動がより豊かになるよ

う遊びの展開に応じて環境を再構

成している。 

 

 

B 

 

 

子どもたちが遊びたくなるような環境設定

を準備したり、一緒に遊びながら展開した

りすることを意識し頑張ってきたが単発で

終わってしまうことも多かった。お互いの

保育を見合ったり、職員間で考えを出し合

ったりしながら遊びを発展させていく時間

をもう少し設けられたら良かった。 

乳幼児のことについて常に保育者

同士で話し合い、クラス、学年を

こえてティーム保育を展開してい

る。 

 

 

B 

  

 

昨年同様、十分な打ち合わせや保育の振り

返りの時間が思うように取れなかった。保

育者同士で子ども理解のために語り合う時

間を大切にしながら連携を取っていきた

い。 

元気に生き生きと活動し情操豊かで思いやりのある子ども 

・乳幼児の発達段階や興味関心に合わせた遊びの環境を設定し、遊びがより豊かになる

よう再構成し、発展させていく。 

・乳幼児のことについて常に保育者同士で話し合い、クラス・学年をこえてティーム保

育を展開する。 

 



４、学校評価の具体的な目標や総合的な評価結果 

結果 理由 

 

 

 

Ｂ 

認定こども園としてスタートし、日々の保育をどのような職員配置で展開し

ていくか悩まされた 1年だった。特に幼稚園舎では打ち合わせ時間をうまく

取れず、共通理解していくことが難しかった。保育園舎では支援の必要な園

児がいたことで、保育者同士が試行錯誤しながら関わり、それが全体の子ど

もの育ちについて考える良い機会へとつながった。 

子どもの姿や保育の課題を職員で共有できるような在り方を今後も探ってい

きたい。また一人ひとりのスキルをブラッシュアップし、集団としても成長

できるようしていきたい。 

【Ａ】…十分達成されている。【Ｂ】…達成されている。【Ｃ】…取り組まれているが、成果が十分ではない。 

【Ｄ】…取り組みが不十分である。 

 

５、今後取り組むべき課題 

課題 具体的な取り組み方法 

乳幼児が主体的にかかわり

たくなるような環境構成を

し、活動がより豊かになるよ

うな遊びの展開に応じて環

境を再構成していく。 

職員一人ひとりが意識して、子どもたちのアイディアを活

かしながら保育展開できるようにしていく。 

オープンな環境を有効活用し、ティーム保育をより良い形

で活かせるよう積極的な意見交換をしていきたい。また、

発達段階も踏まえた環境構成を大事にしていきたい。 

乳幼児のことについて常に

保育者同士で話し合い、クラ

ス・学年をこえてティーム保

育を展開していく。 

 

個々の発達や、興味関心をもっていることを考慮しながら

指導計画、週日案など丁寧に立案し保育に活かす。 

また、少人数で打ち合わせしたことを全体に伝達し共通理

解していけるような体制づくりを心がける。打ち合わせの

際は、一人ひとりが自分の思いや意見をしっかり伝え、情

報を共有して、次に活かせるようにする。 

 


